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すなわち第 1章第 1節では、黒毛和種子ウシを用いて下痢により血清中 DAO活性値が低下
するか否か調査したところ、下痢症子ウシの血清中 DAO活性値は 71.9±16.0 IU/dlと健常子ウ
シの 170.2±78.8 IU/dlと比較して有意に低値を示した（p<0.01）。また、血清中 DAO活性値は
カットオフ値<107.23 IU/mlのとき感度 84.6 %および特異度 100.0 %と優れた診断能を有する









を明らかにした。第 2章第 2節では、低 Cu血症で血液中 DAO活性が低下する可能性がある
ため、7日齢以降の黒毛和種下痢症子ウシの血漿中 Cu濃度が低値を示すか否か、またその血
漿中 Cu濃度と血清中 DAO活性値の関係を調査した。その結果、子ウシの下痢では血漿中

































と関連があるか否かを調査した。その結果、下痢症子ウシの血清 DAO 活性値は 71.9±
16.0 IU/mlと健常子ウシの 170.2±78.8 IU/mlと比較して有意に低値を示し（p<0.01）、






漿 Cu 濃度と出生後の日齢変化との関係を調査した。その結果、日齢変化に伴う血漿 Cu
濃度と血清 DAO活性値に関連性は認められず、どちらも 7日齢以降で安定して推移する
ことを確認した。また、低 Cu 血症で血液中 DAO 活性値が低下する可能性については、



























研究の成果   
本研究により以下のことが明らかとなった。 
1. 血液中 DAO活性値は子ウシの下痢症において腸絨毛の状態を反映し低下する。 
2. 子ウシの下痢症における血液中 DAO活性値は、血液 pHおよび糞便性状を基に分類し
た重症度、おそらく腸粘膜の障害の程度を反映して反映して低下する。 
3. 血液中 DAO活性値は、7日齢以降の子ウシにおいて血液中 Cu濃度の影響を考慮せず
に利用可能である。 
4. 急性下痢における血清 DAO活性値は血漿 Cu濃度の影響を考慮することなく、腸粘膜
の状態を評価するバイオマーカーとして利用可能である[30]。 
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